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要旨：保育者養成課程において，邦人作曲家達の創作した童謡は重要なレパートリーであるものの，
彼らの残した日本歌曲に触れる機会は殆ど無い。そこで，保育者を目指すピアノ学習者を対象に，童
謡と，その世界観に高い親密性を持つ日本歌曲を組み合わせたプログラムによる音楽鑑賞会を実施
し，音楽学習意欲や表現力への影響を調査した。調査結果には，特に奏者の表情変化に注目した回答
が多く，表現の重要性に対する再認識に繋がったと思われる。
キーワード：音楽教育，保育者養成，音楽鑑賞，童謡，日本歌曲
Ⅰ．はじめに
　幼稚園教諭，保育士養成課程において，ピアノ演奏
やピアノ弾き歌いなどの音楽学習は必要不可欠であ
る。しかしながら，保育者を志して初めて，ピアノを
学習し始めるケースは大変に多い。実際，こども発達
学科の入学時ピアノ初学者は，平成29年度入学者が
54.1％，平成30年度入学者が50％と，全体の約半数を
占めている。そこで昨年度より，こども発達学科では
特に器楽演習Ⅰ・Ⅱでの指導方法をマンツーマン型か
らグループレッスン型へと大幅に変更，同時にピアノ
初学者でも無理なく学習を進められる教材開発を行っ
た。この教材は「保育士養成のためのピアノ弾き歌い
教材開発－わかりやすい！学びやすい！コードでかん
たん！保育のうた－」として編集印刷をし，今年度よ
り器楽演習Ⅰ・Ⅱの使用教科書に定めている。
　ここには，器楽演習Ⅰ・Ⅱともに，弾き歌い課題は
各20曲ずつが収録されている。これら課題曲は，世代
を問わず歌い継がれる楽曲，季節やイベントに関する
楽曲などを織り交ぜて選出した。中でも，とりわけ山
田耕筰，團伊玖磨，中田喜直をはじめとする邦人作曲
家たちが創作したこどものためのうた（以下，童謡）
は，保育者を目指す者にとって重要なレパートリーで
あり，当然ながら，本教科書にも代表曲が数曲収録さ
れている。彼らは抒情溢れる日本語をテキストとした
大変多くの歌曲作品（以下，日本歌曲）を生み出し，
日本に西洋音楽が普及する過程において一大ジャンル
を確立したことでも知られているが，保育者養成課程
において，その事実に触れられる機会は殆ど無い。
　このように，彼らの作品は，クラシック音楽－とり
わけ声楽と保育の両分野においてそれぞれ大変重要視
されているにもかかわらず，相互に取り上げられる機
会は極端に少ない。これは，日本歌曲は「大人が歌う
ために書かれた声楽作品」，童謡は「こどもが歌うた
めに書かれた声楽作品」と暗に位置付けられているた
めと考えられる。また，ピアノ初学者が過半数を占め
る中では，演奏技術指導に終始してしまい，取り上げ
る機会が持てないのも，その原因であろう。
　しかしながら，《芥子粒夫人》（山田耕筰作曲/北原
白秋作詞）《こどものための８つの歌》（中田喜直作
曲/中井昌子他作詞）などに代表されるように，日本
歌曲の金字塔とされる作品の中には，強いメルヘン性
を帯びたもの，こどもに歌って聴かせることを想定し
て書かれたテキストを持ち，その世界観が表出したも
のが少なくない。保育者を目指す者にとって，これら
日本歌曲作品が内包される抒情性や母性，或いはメル
実 践 報 告
ヘン性に何らかの形で触れる機会を得ることは，豊か
な表現力と童謡作品への理解をも育むものと筆者は考
える。
　そこで今回，保育者を目指す学生の豊かな抒情性や
表現力を育むとともに，音楽学習の意欲向上を図るこ
とを目的とし，童謡と日本歌曲を同時にプログラムに
盛り込んだ声楽リサイタルを企画実践した。
Ⅱ．実施方法
実 施 日：2018年11月12日（月）18：45～19：30
実施場所： 環太平洋大学第１キャンパス　フィロソ
フィア　ロビー
対 象 者： 環太平洋大学次世代教育学部こども発達学
科学生，教員
配 布 物： 演奏会プログラム，歌詞カード，アンケー
ト
　本公演はプロの声楽家によるハーフリサイタル形式
で実施し，終演後に来場学生を対象としたアンケート
調査を行った。招聘声楽家には，日本歌曲の演奏に特
に定評のある梅村憲子氏（福井大学教育学部准教授・
声楽家）をお招きした。また，演奏曲目については，
器楽Ⅰ・Ⅱの使用教科書に収録されている團伊玖磨，
中田喜直，山田耕筰の童謡と日本歌曲の中からそれぞ
れ数曲を選び，構成した。演奏会プログラムには，３
人の作曲家についての簡単な紹介をプログラムノート
として記載した。図１，２の通りである。
写真１，２　会場の様子
図１　プログラム内面
186
F呻血
厘伊玖磨
ぞうさん＂りまどバみちお J
おつかいありさん（詩： I讀史 ） 
（六つの：：どもの歌》より「さより」（時：北原白款）
中田喜
めだかの学校 t詩：茶木滋）
かわいいかくれんぼ（評：サトウ＾チロ-)
＂つのこどものうた 9より「たぁんき ぼ一んき」（詫：山村暮鳥）
uつのこどものうた9より「風のこども」（騎：竹久亨二）
山Il耕作
ペチカ（詩：北原白秋
芥子粒夫人（詩：北原白秋J
薗 伊玖磨 (le幻 '2001)
酸後の日本のクラシック音楽界を牽引した作曲家の一人で、エッセイストとしても
よく知られています．東京音棗学校（現在の夏京藝憲大学l作幽科で学びましたが.1,J
畔に学外で山田簾"'の下でも作＊の勉讀を しました.ラジA体藻順2ゃ蒙直音楽など●
鼓区音来〇ジャンルでも沢山の作品を畏した作曲家ですので｀どこかで知らないうちに
耳にしたことがあるほず＇です. Ilの作品の中で．とりわけ 1夕●」は日本のオペラの童
キと貫えるでしよう．民話「鶴の恩返し」を璽;!'Iこした＊下順二の載幽を台本とし
今なお国内外で繰り返し上演され｀根葦い人気を誇っています、＇
中田害直 (1923-2000)
「皐曲と貫えば中田専直」と貫，，てよいほど沢山の歌幽作品を書いた作幽家で、その
曇：は細曲にのばると貫われています．「夏の恩い出」 じかさい歓みつげた」 『雪のふ
る街を」…中田の作品を._.,たことがない人は．きつといないでしょう・東京音来学校
ピアノ利を卒業しましたが．手が小さい事からジャズピアニス1-1こなる夢を酬め｀作幽
家として話慟し給めました・「1ヽぬのおまわりさん）の作幽者である大中恩らと 19おq
に rろばの会』を結成0以東．沢山の童顧のレコードや楽疇を出阪し｀衷在まで歌い●
がれています．
山田桃搾 (1886-1965)
東京音楽学校声楽料を本棄棗ベルリン王立芸l1iアカデミーで作幽を学びました．鈴
木三重古の「赤い鳥」運動に攀加し、許人 ・北厚口秋とのコンピで歎々の童1J1を生み糾
しました．ぃすも.l'I本晒の美しさが11立った名幽撞lいです．山1Bはし日本で初めて
ォーケス トラを立ち.J:lf.!清揮者としても西洋膏崇の讐及に全力を荘いだことで知られ
ています．現在0日本のクラシック音棄庄 山田讀”濃くしてI:;!:.これほどまでに党贋
しなかったかもしれません．
（大山官布鵡0
Ⅲ．アンケート結果からみる実施の効果
　来場者45名のうち有効回答学生数は36名。ほぼ全員
が器楽演習Ⅰ～Ⅳ，若しくは器楽対策講座の受講者で
ある。学校での音楽鑑賞会を除き，なんらかの形でク
ラシック音楽の演奏会に参加経験のある学生は55％で
あった。演奏曲目中，「良かった」と回答のあった曲
は，次のとおりである。
表１　プログラム中，良かった曲
ぞうさん 27.7％
おつかいありさん※ 47.2％
さより 19.4％
めだかのがっこう※ 63.8％
かわいいかくれんぼ 33.3％
たぁんき ぽーんき 27.7％
風のこども 52.7％
ペチカ 33.3％
芥子粒夫人 72.2％
（複数回答可，※は使用教科書収録曲）
　童謡の中では，使用教科書に収録され，すでに授業
内で学習済みの曲に回答が集中した印象である。ま
た，メインの演奏曲である《芥子粒夫人》や「風のこ
ども」も高い数値を獲得しており，本格的な日本歌曲
も一定の支持を得られたことが分かる。
　演奏会後の感想に関する回答からは，弾き歌い実技
に対する確かな意欲の高まりをみることができる。授
業内で与えられた課題を越えての積極性，童謡への深
い理解という点では今一歩の工夫が必要であるが，少
なくとも，生演奏による音楽鑑賞で，音楽学習意欲は
確実に向上したと考えることができるだろう。
表２　演奏会後の感想（複数回答可）
もっとピアノが上手になりたい 77.7％
もっと大きな声で歌えるようにしたい 83.3％
教科書に載っていない曲も知りたい 33.3％
上手になるよう一生懸命練習したい 72.2％
今習っている曲も芸術の一部であると理
解できた
47.2％
聴く前と変わらない 13.0％
　自由記述欄では，歌う時の顔の表情や強弱など，
「表現することの大切さ」に言及した回答がとりわけ
多くみられた。これらは授業での指導項目の一つとし
図２　プログラム表面
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て重要視しているポイントであるが，その大切さを学
生達自身が改めて再認識したという点で，本公演は有
効であったと考えられる。自由記述欄の代表的な回答
を，次に示しておく。
・表情や強弱があるだけで，その歌の絵（情景）が
見えてきた。
・表情がついていることで，歌詞がよく頭に入っ
た。
・歌声だけでなく表情でも表現をしていて，凄いと
思った。楽しそうに演奏しているのを見ると気持
が良い。
・表情がとても良く，目や眉がしっかり上がってい
た。強弱もしっかりとついていた。
・自分たちが普段練習している曲とは思えないぐら
い，全く違って聞こえた。歌詞にあわせて表情も
変化していた。
・歌詞によって歌い方を変化させていて，言葉も聞
き取りやすかった。
・童謡には短い歌の中にストーリーが詰まっている
と気づき，とても楽しかった。
・保育者として子ども達を教育していく中で，音楽
はとても大切だと改めて感じた。
・このような機会をもっと増やしてほしい。
　クラシック音楽の音楽鑑賞に関する意識変化に対す
る設問では，次のような回答結果を得られた。自由記
述欄にも次回開催を望む声が多く，幾分能動的な結
果ではあるものの，CDなどでは得ることのできない，
生演奏ならではのクラシック音楽鑑賞の醍醐味を伝え
ることができたと考えられる。
表３　 今後もクラシック音楽の生演奏を聴いてみたい
と思うか
積極的に聴きに行きたい 22.2％
機会があればホールなどで聴いてみたい 50.0％
学校で開催するなら聴いてみたい 25.0％
CD等でなら聴いてみたい 0.0％
聴こうとは思わない 2.8％
Ⅳ．まとめ
　アンケート結果からは，当初のねらいである「保育
者を目指す学生の豊かな抒情性や表現力の育成」に，
一定の効果があったと考えられる。中でも，奏者の表
情の豊かさに注目した学生が予想以上に多かったこと
は，特筆すべき点であろう。とりわけピアノの苦手な
学生は，読譜や演奏だけに集中してしまい，その都度
指摘をしても表情作りにまで意識を向けられない傾向
にある。楽器から離れ，一聴衆として奏者に注目する
ことで，表情やダイナミクスなどの「音楽表現の豊か
さ」を客観的に認識し，その重要性を再確認すること
ができたといえる。さらに，「音楽学習意欲の向上」
にも一定の効果があったと考えられる。この好影響の
恒常性については継続した調査が必要であり，今後の
研究課題としたい。
　本公演は，クラシック音楽を聴く習慣の無い学生達
が対象ではあったが，聴く事に集中しながら，奏者の
様々な表情や仕草にまで目を向けていたようである。
終演後の梅村氏に謝意を伝え，談笑している様子は，
企画者として大変嬉しい光景であった。普段学習して
いる童謡だけではなく日本歌曲の中でも演奏難易度の
高い曲目に支持が集まったことも併せ，今後，学生を
対象とした構内演奏会の開催意義に充分なりうるであ
ろう。
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